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代　表 環境管理責任者 作　成

2023.5.26 2023.5.26 2023.5.26

　　　　　　　発行日　　： ２０２３年５月２６日

26

438.8

                                      環境管理者　　　　　　田中竜二　　　       080-7492-9976

                                      環境管理者　　　　　　佐々木大晃　　　　 080-7492-9387

　　　　　　　活動 　　　： 前記、事業内容の通り

　　　　　　　対象期間 ： ２０２１年７月１日～２０２２年６月３０日

2021年度2020年度

　　　　　　　組織　　　 ： 宮田電工株式会社　全組織

44,792

従業員数（人）

38,052

延べ床面積（㎡）

                                      環境管理責任者　　　加藤公佐　　　　　　080-7492-7413

　２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

　　　　（９）管理担当者

　　　　（１）事業者名　　　　宮田電工株式会社

　　　　（８）事業の規模

税抜完工工事高（万円）

　　　　（２）代表者名　　　　代表取締役　影浦健一

　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ　0565-31-8811　　ＦＡＸ　0565-31-8812

　　　　（６）事業内容　　　　 建設業（電気設備工事業、太陽光発電設備業、空調設備業、

　　　　　　　　 　　　　　　　　 通信設備工事業、消防施設工事業）

　１．  組織の概要

2326

438.8

　　　　（５）沿革　　　　　　　 創業　昭和２１年４月　　旭電気商会

2019年度

438.8

                      　　　　　　  Ｅ-mail          miyata88@quartz.ocn.ne.jp

44,781

　　　　（３）所在地　　　　　 〒４７１－００６６  　愛知県豊田市栄町６丁目６番地９

　　　　（４）資本金　　　　　　２，０００万円

　　　　　　　　 　　　　　　　　 設立　昭和５４年７月　　宮田電工株式会社

　　　　（７）認可・登録　　　 特定建設業　　愛知県知事許可　特-２４　第２３９２５

影
浦

加
藤

大
山
口
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代　表 環境管理責任者 作　成

2021.8.24 2021.8.23 2021.8.23

2018年度実績

(2018.7.1～
2019.6.30)

基準年度

※３　　基準年度（2018年度）の売上高は45,544万円です。

※２　　廃棄物等総排出量は一般廃棄物総排出量と産業廃棄物総排出量の合計です。

４-１．環境経営目標（中期目標）(2019～2021年度)

項目 評価単位

2019年度 2020年度 2021年度

(2019.7.1～
2020.6.30)

(2020.7.1～
2021.6.30)

(2021.7.1～
2022.6.30)

目標 目標 目標

ニ酸化炭素排出量の
削減

kg-CO2 57,627
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

57,051 56,474 55,898

事務所の電気の使用
量 ※１

kWh 20,808
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

20,600 20,392 20,184

事務所の都市ｶﾞｽの
使用量

m3 33.0
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

32.7 32.3 32.0

業務用自動車の燃料
（ｶﾞｿﾘﾝ）

Ｌ/億円 4,013
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

3,973 3,933 3,893

業務用自動車の燃料
（軽油）

Ｌ/億円 329
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

326 322 319

廃棄物等総排出量の
削減　※２

Kg/億円 5,935
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

5,876 5,816 5,757

廃棄物最終処分量の
削減

Kg/億円 2,357
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

2,333 2,310 2,286

水使用量の削減 ㎥ 208
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

206 204 202

化学物質の適正管理
塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

環境にやさしい製品の販
売（ｻｰﾋﾞｽ）の促進 （太陽
電池ﾓｼﾞｭｰﾙ）

件 1件以上 1件以上 1件以上 1件以上

※１　　基準年度における電力の二酸化炭素排出係数については、環境省公表（Ｒ５．１．２４）の

　　　 　令和3年（2021年度）おいでんエネルギー調整後排出係数0.542kg-CO2/kWhを使用した。

地域社会に環境活動
で貢献

会社前の歩道の清掃 （
犬の糞の除去、樹木周り
の雑草とり ）

会社前の歩道の清掃 （ 犬
の糞の除去、樹木周りの
雑草とり ）

会社前の歩道の清掃 （ 犬
の糞の除去、樹木周りの
雑草とり ）

会社前の歩道の清掃 （ 犬
の糞の除去、樹木周りの
雑草とり ）

大
山
口

影
浦

加
藤

４



代　表 環境管理責任者 作　成

2021.8.24 2021.8.23 2021.8.23

2021年度実績

(2021.7.1～
2022.6.30)

基準年度

４-２．環境経営目標（中期目標）(2022～2024年度)

項目 評価単位

2022年度 2023年度 2024年度

(2022.7.1～
2023.6.30)

(2023.7.1～
2024.6.30)

(2024.7.1～
2025.6.30)

目標 目標 目標

ニ酸化炭素排出量の
削減

kg-CO2 57,699
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

57,122 56,545 55,968

事務所の電気の使用
量 ※１

kWh 20,382
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

20,178 19,974 19,771

事務所の都市ｶﾞｽの
使用量

m3 33.0
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

32.7 32.3 32.0

業務用自動車の燃料
（ｶﾞｿﾘﾝ）

Ｌ/億円 4,099
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

4,058 4,017 3,976

業務用自動車の燃料
（軽油）

Ｌ/億円 324
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

321 318 314

廃棄物等総排出量の
削減　※２

Kg/億円 7,654
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

7,577 7,501 7,424

廃棄物最終処分量の
削減

Kg/億円 4,935
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

4,886 4,836 4,787

水使用量の削減 ㎥ 169
基準年比1％削減 基準年比2％削減 基準年比3％削減

167 166 164

化学物質の適正管理
塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

塗料庫の適正管理及び
塗料の PRTR数量把握

環境にやさしい製品の販
売（ｻｰﾋﾞｽ）の促進 （太陽
電池ﾓｼﾞｭｰﾙ）

件 1件以上 1件以上 1件以上 1件以上

※１　　基準年度における電力の二酸化炭素排出係数については、環境省公表（Ｒ５．１．２４）の

　　　 　令和3年（2021年度）おいでんエネルギー調整後排出係数0.542kg-CO2/kWhを使用した。

※２　　廃棄物等総排出量は一般廃棄物総排出量と産業廃棄物総排出量の合計です。

地域社会に環境活動
で貢献

会社前の歩道の清掃 （
犬の糞の除去、樹木周り
の雑草とり ）

会社前の歩道の清掃 （ 犬
の糞の除去、樹木周りの
雑草とり ）

会社前の歩道の清掃 （ 犬
の糞の除去、樹木周りの
雑草とり ）

会社前の歩道の清掃 （ 犬
の糞の除去、樹木周りの
雑草とり ）

大
山
口

影
浦

加
藤

 ５



廃棄物排出量
の削減

環境への負荷の
削減目標

取組及び達成手段

6月及び12月にﾌｨﾙﾀｰ確認清掃する

日直者

担当部署
管理方法

環境責任者

加藤

加藤

全社

日直者

（７）個別照明器具（Wｴｺ）の適切な運用

全員

環境責任者

全社

日直者

環境方針

二酸化炭素排
出量の削減

水使用量の
削減

廃棄物の排出量
を基準年度比３％
以上削減する

水使用量を基準
年度比３％以上
削減する

（８）ＣＯ2削減啓発ﾎﾟｽﾀｰの掲示

（１）冷暖房の設定温度のチェック

6月～9月冷房温度28℃、11月～3月暖房温度23℃

（２）冷暖房機のﾌｨﾙﾀｰ清掃を年2回実施する

日直当番が実施、点検表にてチェックする

担当者

点検表

点検表

点検表

点検表

点検表

点検表

大山口

全社

全社

全員

全社

全員

田中

工事部

会社周辺の歩道にあるゴミの除去、草むしり、清掃

全社

事務員

全社

全員

事務局

点検表

集計表

販売実績表

会社周辺
清掃実施表 全員

田中

集計表

事務局

大山口

工事部環境への
負荷の自己
チェック表

点検表

営業部

佐々木

５-１．環境経営計画（事業所）(2021年度)

環境にやさしい製品の販売
（サービス）の促進

地域社会に環境活動で貢献

（１）太陽光発電電池ﾓｼﾞｭｰﾙの販売促進

太陽光発電電池ﾓｼﾞｭｰﾙの販売促進

管理表

化学物質の適正管理

（１）会社周辺の歩道の清掃

塗料庫の適正管理と塗料の数量把握

片面印刷で不用になった紙をﾄﾚｲに貯めておき、あまり重
要でない印刷に使う

PRTR制度対象物質の量の把握

（４）退社時の消灯忘れをなくする

日直当番が実施、点検表にてチェックする

（５）退社時のＯＡ機器の電源切りの実施

（２）化学物質使用量の把握

（１）塗料に対する適正管理

片面印刷等で不用になった紙の裏側をメモ紙で使う

蛇口に啓発ｼｰﾙを貼り、各人の意識向上を図る

（１）節水意識の向上と実施

電力の使用量を
基準年度比３％
以上削減する

随時掲示・啓発

（１）紙の使用量の削減を図る

（２）一般ｺﾞﾐの削減を図る

（６）トイレ便座スイッチの夜間不在時のOFF

事務員が帰社時に確実にＯＦＦ

（３）使用場所・時間以外の消灯を徹底する

営業時間中は事務員が、帰社時は日直当番が点検表に
てチェックする

営業時間中は事務員が、帰社時は日直当番が点検表に
てチェックする

作　成環境管理責任者代　表

2021.8.24 2021.8.23 2021.8.23

大
山
口

加
藤

影
浦
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担当部署

担当者

環境責任者

加藤

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ
点検表

全社

代　表

2021.8.24

５-２．環境経営計画（建設現場）(2021年度)

作　成

2021.8.23

環境管理責任者

2021.8.23

二酸化炭素排
出量の削減

ガソリン,軽油の使
用量を基準年度
比３％以上削減
する

環境方針
環境への負荷の

削減目標
取組及び達成手段 管理方法

（１）車両の適正配車により使用量の削減を図る 工事段取り
(ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ）現場方向が同方向の場合、相乗りの励行

（２）エコドライブﾞの徹底を図る
エコドライブﾞ点検表に毎日ﾁｪｯｸをしてもらい、各人
の意識向上を図る

全員

（３）走行距離、給油量を記入する ｽﾋﾟｰﾄﾞﾊﾟｽ
使用記録表

全社

スピードパス使用記録表に走行距離、給油量、金額を記
入し、各人の意識向上を図る 全員

（１）廃棄物仮置場の適正分別の徹底を図る
ﾏﾆﾌｪｽﾄ

全社

仮置場の廃棄物の明示を行う 大山口

（2）廃棄物の適正処理を図る
ﾏﾆﾌｪｽﾄ

全社

分別ﾄﾝﾊﾟｯｸ、ﾊﾟﾚｯﾄを設置し運用する 全員

（3）軍手の再利用を図る 全社

使用済でも、よごれが落ちそうなものは洗濯して再利用させる 事務員

（4）発泡ｽﾁﾛｰﾙ処理装置による資源ﾘｻｲｸﾙ 全社

全員が発泡ｽﾁﾛｰﾙを持ち帰った時点で装置に投入する 全員

（１）節水意識の向上と実施
点検表

全社

蛇口に啓発ｼｰﾙを貼り、各人の意識向上を図る 大山口

水使用量の
削減

水使用量を基準
年度比３％以上
削減する

廃棄物排出量
の削減

廃棄物の排出量
を基準年度比３％
以上削減する

大
山
口

加
藤

影
浦

７



代　表 環境管理責任者 作　成

2023.4.24 2023.4.21 2023.4.21

　役　割 　担当者

　代表者 影浦社長

　環境管理 加藤公佐

  責任者

　環境事務局 大山口雄太

　環境管理者 田中竜二

佐々木大晃

環境活動推進者社員

　・　環境活動レポートの作成

　・　環境関連文書及び記録の素案作成・管理等

　・　EA21取り組み実施、実施状況確認・記録・事務局へ提出

　・　EA21取り組み活動実施

　・　環境管理責任者の任命、環境方針の承認

　・　資源(人員、設備、費用等)の準備及び全体の評価と

　　　見直しの承認

　・　環境活動レポートの承認

　・　環境方針の作成

　・　外部からの苦情等の受付と必要な対応及び結果の記録

役割 ・ 責任 ・ 権限

責　任　・　権　限

佐々木大晃 田中竜二

加藤公佐(取締役)

環境事務局　大山口雄太

総務・営業部 工事部
環境管理者 環境管理者

  ６．　実   施   体   制 

代　表　者　
影浦健一(代表取締役)

従業員数　　２３名

環境管理責任者 （令和  ５年  ４月  ２１日　現在）

影
浦

加
藤

大
山
口
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代　表 環境管理責任者 作　成

2022.12.14 2022.12.8 2022.12.6

評価

○:達成

×:未達成

kg-CO2 57,627 55,898 +0.12 ×

kＷh 20,808 20,184 -2.05 ×

Nm3 33.0 32.0 0 ×

L/億円 4,013 3,893 +2.14 ×

L/億円 329 319 -1.52 ×

kg/億円 5,935 5,757 +28.96 ×

kg/億円 2,357 2,286 +109.38 ×

m3 208 202 -18.75 ○

塗料庫の適正管理
及び塗料のPRTR数
量把握

塗料庫の適正管理
及び塗料のPRTR数
量把握

○

件 1件以上 1件以上 ×

会社周辺の歩道の清
掃（ゴミの除去、草むし
り、清掃）

会社周辺の歩道の清
掃（ゴミの除去、草むし
り、清掃）

○

化学物質の適正管理
塗料庫の適正管理及
び塗料のPRTR数量
把握

環境にやさしい製品の販売の促
進　　（太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ）

0

地域社会に環境活動で貢献
会社周辺の歩道の清
掃（ゴミの除去、草むし
り、清掃）

※1　基準年度の二酸化炭素排出係数については環境省公表(R5年１月24日）令和3年（2021年度）おいでんエネルギー
調整後排出係数0.542kg-CO2/kWhを使用した。

増減率　＝　100×（実績年度値－基準年度値）/基準年度値

※2　廃棄物等総排出量は一般廃棄物総排出量と産業廃棄物総排出量の合計です。

廃棄物最終処分量 4,935

水使用量 169

業務用自動車の燃料(ｶﾞｿﾘﾝ) 4,099

業務用自動車の燃料(軽油) 324

廃棄物等総排出量 ※2 7,654

ニ酸化炭素排出量 57,699

事務所の電気の使用量 ※1 20,382

事務所の都市ｶﾞｽの使用量 33.0

７－１.   環境経営目標の実績とその評価

　・環境経営目標の実績とその評価

項　　目 評価単位

2018年7月～
2019年6月の
実績（基準年

度）

2021年7月～
2022月6月の
目標（基準年
度の3％減）

2021年7月～
2022月6月の

実績

増減率
削減は-
増加は＋

影
浦

加
藤

大
山
口

 ９



代 表 環境管理責任者 作 成

2022.12.14 2022.12.8 2022.12.6

７－２. 　環境経営計画の取組結果とその評価

・環境経営計画の取組結果とその評価

電気・軽油の使用量は減ったが、排出量の増加は環境負荷の高いガソリンの使用量が

増えた事による(増減率0.12%増)。

排出量に対する割合において燃料(ガソリン・軽油)は80.3%と大きい為

引き続きエコドライブに努める。

電気は基準年度に和室を工事事務所として使用していた為、照明・エアコン

パソコン等の使用が無くなり使用量が減った事による(増減率2.05%減)。

引き続き従業員全員が省エネ、節電に努める。

ガスは夏場のお茶を作る頻度が減った事による(増減率0%)。

引き続き従業員全員の意識を高める。

ガソリンは工事件数が基準年度より増え移動回数・距離が増えた事による。

(増減率2.14%増)。

軽油は基準年度に比べ高所作業車の使用頻度やレンタル回数が減り給油量が

減った事による(増減率1.52%減)。

今後も、社用車の相乗り・アイドリングなどエコドライブに努める。

総排出量は基準年度に比べ、売上や一般廃棄物排出量は大きく変わっていないが

道路照明工事や公共物件により増えた事による(増減率28.96%増)。

最終処分量はコンクリート塊、がれき、混合廃棄物の排出量が大きく増えた。

また、上記廃棄物の再資源が出来なかった事による(増減率109.38%増)。

今後も細かなごみの分別をし、従業員全員の意識を高める。

水使用量は社内のトイレを改修したことにより今までよりも減った事による

(増減率18.75%減)。

今後も、従業員全員の節水意識を継続していく。

塗料の購入量の管理は出来ている。又、化学物質使用量の管理は環境への

負荷の自己チェック表で出来ている。次年度も継続していく。

今年度の太陽光発電システムと蓄電池の販売の実績はなかった。

引き続き、蓄電池の販売に力を入れて行く。

引き続き毎月1回のペースで清掃活動に取り組んでいる。

今後も活動を継続していく。

電気･ｶﾞｽの使用量を
基準年度比３％以上
削減する

二酸化炭素排出量を
基準年度比３％以上
削減する

地域社会に環境活動
で貢献

化学物質使用量の適
正管理

環境にやさしい製品
の販売の促進（太陽
光モジュール等）

水使用量を基準年度
比３％以上削減する

廃棄物等総排出量及
び最終処分量を基準
年度比３％以上削減
する

燃料の使用量を基準
年度比３％以上削減
する

影
浦

加
藤

大
山
口
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代　表 環境管理責任者 作　成

2022.12.14 2022.12.8 2022.12.5

事務所トイレ改修工事事務所トイレ改修工事

８．環境経営取組状況(写真)

地域に環境活動で貢献地域に環境活動で貢献

影
浦

加
藤

大
山
口
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代　表 環境管理責任者 作　成

2022.12.14 2022.12.8 2022.12.5

①

評 価

○:適正

×:不完全

○

○

○

○

2
愛知県廃棄物適正
処理条例

○

3 フロン排出抑制法 ○

4 家電リサイクル法 ○

5
愛知県民の生活環
境保全条例

○

6
自動車リサイクル
法

○

②

③

９.　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

遵守状況 環境関連法規への違反はありません。

エコモビ・エコドライブの推
進及び従業員への教育指
導

適正分別、保管場所表示

廃棄物処理法

処理委託契約書

№

金属くず
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・廃ｶﾞﾗｽ
蛍光灯水銀灯
木くず・紙くず
段ﾎﾞｰﾙ・コンが
ら・アスがら

環境法規制等の名
称

1

該当する設備・項
目

産業廃棄物管理票による管
理

エコモビ・エコドライブ及びそれ
に伴う社員教育

産業廃棄物管理票交付等
状況報告書

ﾌﾞﾗｳﾝ管式ﾃﾚﾋﾞ・冷
蔵庫   洗濯機　・家
庭用　ｴｱｺﾝ

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

契約産業廃棄物業者の現
地確認

ﾘｻｲｸﾙ費用預託･ﾘｻｲｸﾙ券
受け取り

 遵守状況 及び 記録

管理票交付状況の豊田市へ
の年度報告

産業廃棄物処理委託業者の
能力確認

業務用空調機

法的要求事項の内容及び基
準

産業廃棄物分別･保管基準の
遵守

産業廃棄物の収集、処理委
託基準の遵守

家電リサイクル券の発行

訴訟等の有無

簡易点検実施
廃棄の場合のﾌﾛﾝの適切な処
置

簡易点検の記録
フロン回収登録業者への委
託

ﾏﾆﾌｪｽﾄによる管理と伝票
保存

使用済自動車の再資源化

特定家庭用機器の適切な廃
棄

環境関連法規への訴訟はありません。

自動車

自動車

影
浦

加
藤

大
山
口
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１０．代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示の結果 

「全体見直しに必要な情報を収集・環境管理責任者に報告を求め 

システムの有効性、取組の適切性を評価する」 

環境管理責任者による見直しに必要なコメント 
作成者：環境管理責任者 加藤公佐 

作成日：令和４年１２月１２日 

１． 環境目標とその達成状況(達成した場合は設定に問題が無かったか、次年度の目標設定に 

ついて、未達成の場合は原因と次年度の目標や対応策について記載) 

電気・ガスの使用量、軽油の給油量は目標を達成したが、CO2 排出量の主な原因である 

ガソリンの給油量が増加した為、全体で評価すると 0.12％増となり CO2 排出量の目標達成 

には至りませんでした。今後も引き続きエコドライブと省エネ活動に努めていく。 

２．環境活動計画の実施状況（取組に問題が無かったか、次年度の取組について記載） 

  特に問題は、ありません。 

３．環境関連法規の見直し・遵守状況 

取組期間中の遵守状況は、適正でした。 

環境関連法規制への違反、訴訟等もありません。 

４．審査結果情報（初回・登録時は対象外） 

  審査の結果、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 2017 年度版の要求事項に対して不適合はありません。 

５．内部・外部からの苦情・称賛等の受付結果 

  関係当局からの違反等の指摘、及び外部からの苦情等はありません。 

６．問題点の是正予防報告書 

  環境目標とその達成状況以外では特に問題はありません。 

７．利害関係者等の環境情報 

特にありません。 

 

代表者による変更の必要性の判断 
代表者 影浦 健一 

記載日：令和４年１２月１４日 

 

１．環境経営方針の変更    有・無 

２．環境経営目標の変更    有・無 

３．環境経営計画の変更    有・無 

４．実施体制の変更      有・無 

 

変更の理由（詳細にわたる場合は別紙添付） 

 

環境管理責任者への指示事項 

                       １３  




